
　　☆ 講香師　作曲家  青島広志
　　☆ 開講日　第4月曜日　１５：３０～１７：００
　　☆ 受講料　３ヵ月分 １０，２３０円（税込）

8月28日

9月25日

7月24日

女性向きの音楽―とされてきた曲
柔らかく、優しく、華やかな女性特有の感覚を持つ曲は音楽の中心として、いつの
時代にも作られてきました。その中でもサロン音楽を中心に聞いていただきます。
ランゲ/花の歌　ショパン/夜想曲　ウェーバー/舞踏への勧誘ほか

男性向きの音楽ーとされてきた曲
私たちを力づけ、励まし、勇気の源となる曲もまた作曲家の使命をとして、それを
書くことを期待されてきました、女性の方にもこれはパートナーとして必要ではな
いでしょうか。
ベートーヴェン/ソナタ悲愴　　ハチャトゥリアン/剣の舞　　ヴェルディ/あの恐ろし
いたき火を見よほか

お子さん向きの音楽ーとされてきた曲
小さい人に聞かせる曲、その人たちが習う曲、または胎教に用いる曲など、これま
た音楽業界の一大産業なのです。大人が聞いたり、弾いたりしても全く問題はあり
ません。
シューマン/子供の情景　ドビュッシー/子供の領分　中田喜直/6つの子供の歌

１回のみの受講ができます（受講料1回 3,630円税込）

（例）8月のみ受講希望の場合7月1日から受付します。

ジェンダー問題が世間をにぎわすようになってもう4半世紀がたちます。
しかし音楽の世界には依然として男・女・子供の差は残っているのです。
それを保守的と見るか、必要と見るのかを考えつつ名曲を味わう。これ
までとは視点の違った内容です。
※1回だけの受講もできます。
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